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提 出 日    年    月    日届出 

至学館大学大学院 
至 学 館 大 学 
至学館大学短期大学部  

学 長 谷 岡 郁 子 殿 

海 外 渡 航 届 

このたび、以下のとおり海外渡航いたしますので、海外渡航届を提出します。 

学 籍 番 号                              氏     名                          

自 宅 電 話 番 号  携帯電話番号  

指 導 教 員 等  E メールアドレス  

引 率 教 職 員 
どちらかに○を付けて下さい。 

有     無 

（有の場合） 

引率教職員名 
 

海外渡航中の目的・連絡先等 

海 外 渡 航 の 目 的 

海外渡航の目的として、該当する□にチェックして下さい。 

□授業（単位認定されるもの）  □派遣留学（海外提携校）  

□私費留学（語学留学、短期留学等） □調査・研究 □学会発表  □学会・シンポジウム参加 

□インターンシップ □ボランティア □ワーキングホリデー □ゼミ旅行 □私的旅行 

□その他【                     】（公認課外活動団体の遠征旅行など） 

海 外 渡 航 期 間 

（渡航日～帰国日） 
   年   月   日（  ） ～      年    月    日（  ） 

渡航先

(国 名 ・ 都 市 名) 

 

 

日 程 

( □ 別紙のとおり) 
※別紙で提出の場合は□に

チェックして下さい。 

日 付 
滞在地（集合・解散場所） 

フライト経路も明記する。 
便 名 内 容 

／ 
   

／ 
   

／ 
   

／ 
   

国

外

緊 

急 

連 

絡 

先 

住 所 

宿 泊 先 

Postcode： 

本 人 

電 話 番 号 

（国番号から記入） 

 

本 人 

E メールアドレス 

(海外で使えるもの) 

 

留学・研修先 

（学校名等） 
 

留学・研修先 

電 話 番 号 

（国番号から記入） 

 

海外旅行者傷害保険  
保険加入を確認し、□にチェックして下さい。 

□ 加 入 済 （個人負担）   

海外旅行者傷害保険 

保 険 会 社 名 
 

海外旅行者傷害保険 

保 険 証 番 号 
 

 

学務課受付 総務課受付 
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国内緊急連絡先 

氏 名 
 

続 柄 
 

住 所 
〒 

自 宅 電 話 番 号  携 帯 電 話 番 号 
 

 

該当する項目の□にチェックして下さい。 

 
□ 保護者等の家族（保証人）に本渡航の日程表などを渡して渡航内容を伝えました。 
□ 渡航中は安全に配慮し、責任ある行動を取ることを心得ています。 
□ 外務省海外旅行登録「たびレジ」への登録又は「在留届」を提出しました。 
（外国に住所・居所を定めて3ヶ月以上滞在する日本人は「在留届」の提出が義務付けられています。 
また、3ヶ月未満の渡航若しくは外国での住所・居所を定めず3ヶ月以上渡航する日本人は、「たびレジ」へ 
登録してください。https://www.ezairyu.mofa.go.jp/） 

□  渡航前には、日本大使館、総領事館等の現地の緊急連絡先を事前に確認しました。 

□  外務省 海外安全ホームページ(http://www.anzen.mofa.go.jp/)における渡航先状況の安全確認をしました。 
 

 

注１）本届は、渡航日の 15日前までに、総務課へ提出して下さい。 

注２）この海外渡航届に記載された個人情報については、個人情報保護法等を遵守のうえ適切に取り扱うこととし、在
学中において、海外渡航の危機管理（事故が起こったときの対応等）のために使用する場合のほか、修学指導上
必要な場合に限り利用します。 

注３）帰国後は、すみやかに総務課へ報告して下さい。 

 

 

＜海外渡航に関する主な注意点＞ 

（１）「日本とは違う海外事情」 

日本は世界の中でも治安の優れた国の一つです。海外では予想もしない事件・事故に巻き込まれるケースもあり

ます。海外用の「知識」と「意識」を持って安全対策を講じましょう。 

● 渡航先の十分な知識を持って 

渡航先の治安状況や犯罪の傾向や手口、法律や習慣を事前に熟知しておくことで、多くの事件・事故を防ぐことが

できます。渡航前には、外務省の海外安全ホームページの渡航情報を参照し、渡航前の治安状況や安全対策等につい

て必ず情報収集をしておきましょう。 

● 意識を海外モードに 

「意識」を常に海外モードにしておく必要があります。特に一人旅は危険を伴いやすいとの自覚を持ち、信頼でき

る宿の確保等注意を怠らないことが必要です。 

（２）「自分の身は自分で守る」 

自分の身は自分で守るという基本を忘れずに行動すれば、多くの危険は回避できます。困ったときに最も頼りに

なるのは「自分自身」ということを常に思い返して下さい。 

 

「外務省 ～海外旅行のトラブル回避マニュアル～海外安全虎の巻」より抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.ezairyu.mofa.go.jp/
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（別 紙） 
上記の記入欄が不足したことから、別紙で提出します。 

日  程 

日 付 
滞在地（集合・解散場所） 

フライト経路も明記する。 
便 名 内 容 

／ 
   

／ 

   

／ 
   

／ 
   

／ 
   

／ 

   

／ 
   

／ 
   

／ 
   

／ 

   

／ 
   

／ 
   

／ 
   

／ 

   

／ 
   

／ 
   

／ 
   

／ 

   

／ 
   

 


